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構音機能の評価における舌圧測定器を用い
た新しい指標—若年健常成人による検討- 
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【背景・目的】舌の運動機能と発声発語機能との関連性は、
古くから検討されてきたが、不明な点が多く残されている。
われわれはこれまで、舌の運動機能の新たな指標として最
大舌圧測定時の圧力の変化率や変動係数を考案し、その再
現性や特性について検討を進めてきた。 
今回、若年健常成人の舌運動機能について舌圧測定器を
用いた定量化指標としての各変数と既存の構音機能の評
価指標との関連性を検討した。 
 
【方法】対象は、口腔に疾患を有さず構音障害の既用のな
い 21～32 歳の若年健常成人 17 名である（女性群 12 名、
男性群 5 名）。 
舌運動機能の測定には JSM 社製舌圧測定器（TPM-01）
をパーソナルコンピューター（PC）に接続して時系列デ
ータを記録した。舌圧測定器に接続されたプローブを切歯
で固定し口蓋と舌背で尖端のバルーンを最大の力で押し
つぶさせ、それを 5～7 秒間維持させた。測定は計 4 回実
施し、各施行間は 1 分間以上の十分な休息を設けた。舌圧
は kPa で算出される。測定項目は最大舌圧（MAX-TP）、
最大変化率（PRCF）、最大変化率到達時間（PRCF-t）、最
大舌圧維持時の変動係数（CV）の 4 つで第 2～4 回施行時
の平均値を採用した。 
 構音機能の評価に関する課題として単音節の交互反復
運動（DDK）/ta/、/ka/、/pa/を各 2 回と長文「北風と太
陽」の前半部分（93 モーラ）を普通の速度とできるだけ
速い速度で各 1 回ずつ音読させた。DDK は PC 上で音声
波形（サウンドスペクトログラム）を確認しながら回数／
時間で算出し、2 回の平均値を採用した。音読時間・速読
時間も PC で音声波形を確認しながら音読開始から終了
までの時間を計測した。音声サンプルは、騒音レベル
30dBSPL 以下の静かな部屋で、PCM レコーダーで録音
した。音響分析ソフトは Praat を用いた。 
統計学的解析には、ピアソンの相関係数もしくはマン・
ホイットニ―の U 検定を用いた。統計解析ソフトは
Statce4 を用いた。 
 
【結果】舌運動機能の群ごとの平均値は、MAX-TP では
女性群 39.7kPa、男性群 55.3kPa であった。PRCF は女
性群 116.5kPa、男性群は 210.0kPa であった。PRCF-t は
女性群 0.49 秒、男性群 0.28 秒であった。CV は女性群
11.5％、男性群 8.0％であった。男女間で MAX-TP・PRCF・
CV で有意差を認めた（p＜0.01）。PRCF-t では有意差を
認めなかった。なお、PRCF 到達時点の舌圧は MAX-TP
の 50％程度で、男女差はなかった。 
 構音機能の群ごとの平均値は、/ta/DDK では女性群 8.0
回／秒、男性群 8.4 回／秒であった。/ka/DDK では女性
群 7.4 回／秒、男性群７.4 回／秒であった。普通音読では
女性群 13.6 秒、男性群 14.1 秒であった。速読では女性群
9.3 秒、男性群 8.7 秒であった。男女間でいずれの指標も
有意差を認めなかった。 
 舌運動機能と構音機能間では、PRCF-t と /ta/DDK
（p=0.03、r=－0.53）(図 1)、/ka/DDK （p=0.02、r=－
0.57）とでそれぞれ中等度の負の相関を認めた。また、
PRCF-t と/pa/DDK・速読時間・普通の速さとでは相関関
係を認めなかった。その他の舌運動機能指標（MAX-TP、
PRCF、CV）では構音機能と相関関係を認めなかった。解
析対象を女性群に限定すると PRCF-t と/ka/DDK のみ負
の相関関係を認めた（p＝0.02、r＝－0.66）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【考察】MAX-TP、PRCF、CV と構音機能との間に相関
関係は認めなかったが、PRCF-t と構音機能との間に相関
関係が認められた。これらの結果は、最大筋力やその持続
力と構音機能は関連がないとするこれまでの先行研究を
支持するものであり、新たな舌運動機能の指標としての
PRCF−t と構音機能との関連を示唆するものである。 
PRCF に到達したときの舌圧は MAX-TP の 50％程度
であり男女で有意差を認めなかったことからも、個人ごと
で筋力を効率良く発揮できる状態に素早く到達できる能
力を PRCF-t は反映していると推察される。 
以上から、舌の運動機能について特定の舌圧ではなく、
個人ごとで「舌圧変化量が最大に達するまでの時間」は「構
音機能」と関連することが示唆された。 
 ただし、今回の検討では男性のサンプル数が少なく、更
なるデータの収集・施行方法の検討が必要と考えられる。 
 
【結論】舌圧計による最大舌圧測定時の PRCF-t は構音機
能を評価する指標となり得る可能性がある。 
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図 1．/ta/DDK と PRCF-t の関係（n=17） 
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